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 ２０２２年４月２５日（月）  １０：００～１１：００ 

 

 

 WEB会議 

 

 

田中理事長、星副理事長、阿部理事、伊藤理事、荻野理事、岡島理事、荒井監事、後閑監事 

 

 

鈴木副学長兼学部長、朝日学長補佐兼高等教育開発センター長、濱口研究開発センター長、林学生支援センター長、福田副局長、 

森調整幹兼総務担当部長、山口企画・情報担当部長、片岡財務担当部長、山﨑施設管理担当部長、関口教務・入試担当部長、 

江尻学生・就職支援担当部長、関根研究・地域産学連携担当部長 

 

【視聴】 

金村研究科長、延原情報センター所長、田口地域産学連携センター所長、滑川保健センター所長、東高等教育開発センター副センター長、 

北畠地域産学連携センター副所長、田中共通教育科長、山崎理学療法学科長、川俣作業療法学科長、河村社会福祉子ども学科長、 

高橋健康開発学科長、添田看護学科教授 

 

 

 

 

１ 日   時 

２ 開 催 方 法 

３ 出  席  者 

４ 出席教職員 

２０２２年度 第１回 公立大学法人埼玉県立大学理事会 議事録 
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【議事録確認】 

   理事長から前回の議事録が提示され、確認された。 

 

【議決事項】 

（１）第１号議案 ２０２２年度教員採用方針について 

   資料に基づき、福田副局長より説明された。 

 

案のとおり、異議なく議決された。 

 

（２）第２号議案 教員の採用について 

   資料に基づき、星学長より説明された。 

    

   主な発言は以下のとおり 

昨年度末に自己都合退職された教員の担当科目に社会福祉工学、環境工学が含まれていた。これらの科目への対応については社会福祉専攻

における退職教職員補充の中で対応していく。 

 

看護学科（老年）の採用が不調となったとの説明があったが、人材難なのか。 

→特に看護学領域においては新設大学が多くあることが1つの要因である。助教といっても、修士以上の学位や専門的な業績が要求される

などハードルが高いことも要因と考えている。良い教員を採用したいので、焦らずに対応していきたい。 

 

案のとおり、異議なく議決された。 

 

【報告事項】 

（１）教員人事委員会委員の指名等について 

   資料に基づき、福田副局長から報告された。 

    

 

５ 議 事 概 要 
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（２）２０２１年度予算の繰越について 

   資料に基づき、片岡財務担当部長から報告された。 

 

   主な発言は以下のとおり 

ロシア・ウクライナ情勢から電気料金等の値上げが相当あるが、その影響はどうか。また、新年度の工事への影響はあるか。 

→ロシア・ウクライナ情勢以前から原油価格高騰もあり、料金の値上がりが続いている。令和４年度予算は、光熱水費は、令和３年度より

増加を見込んで予算化している。令和４年度の工事について遅延が見込まれることについては承知していない。契約事務を進める上でしっ

かり確認をしていきたい。 

→納期が遅れることも想定して、早めに履行できるか確認をし、柔軟に対応されたい。 

    

（３）２０２２年度入試結果概要について 

   資料に基づき、関口教務・入試担当部長から報告された。 

 

（４）２０２１年度科研費の採択状況について 

   資料に基づき、濱口研究開発センター長から報告された。 

 

   主な発言は以下のとおり 

採択率が上がっているのは良いことだが、年々申請件数が減ってきている。中期目標において、より大型の研究に積極的に取り組むことと

していることが、そのことが影響しているのか。 

→2020年度まで教員全員に申請を義務付けていたが、自由な研究の意思、自由な発想による研究を推進するため、また日本学術振興会か

ら申請を教員に義務付けることはやめてほしいとの意見もあったことから義務付けを廃止したことが影響していると思われる。申請件数が

下がったとしても、採択率を上げていき、必要な財源を確保する。そのためにも、プレアワード機能によるマッチングやレビュー支援に取

り組んでいきたい。 

 

   教員個人の研究に対する時間の配分はどうなっているか。 

→労働時間をどれくらい研究に割いているかを表すエフォートについて、科研費申請にあたり報告することとなっている。教員は教育・研

究・学内運営・地域貢献と大きく４つに取り組むことになっており、均等に割り振ると２５％になる。エフォートが２５％を超えることは

あまりないと思われる。 
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（５）２０２０年度国家試験の結果について 

   資料に基づき、林学生支援センター長から報告された。 

 

   主な発言は以下のとおり 

素晴らしい成果である。コロナ禍で対面授業がしづらい中で、教職員、学生共に頑張ったと思う。 

 

（６）県立病院機構との包括連携協定の締結について 

   資料に基づき、鈴木副学長から報告された。 

 

   主な発言は以下のとおり 

締結にあたっては積極的に広報、PRすべきである。 

 

（７）就職支援の取組に関する動画の作成について 

   林学生支援センター長から報告された。 

 

     

以上 


